
 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２１日(日)に浮立を公開しました。今年度も矢部まつりが中止のため、

本校のグラウンドでの公開となりました。 

真法師や大太鼓打ちの 3 名は、8 月から K・Y さんや K・Y さん、T・K さん

達に指導をしていただきましたが、全体練習は、コロナの影響で、例年より 2 ヶ

月遅れの 10 月 2２日(金)にやっと開始することができました。そのため、子ど

も達が、きちんと浮立を公開できるのかとても心配していました。 

しかしながら、K・K さんをはじめ浮立保存会の皆様のご指導や保護者や地域

の皆様による着付けのご協力などにより、当日は見事な浮立が公開できました。 

 浮立公開後は、前期課程の子ども達による公卿唄も披露することができました。 

 広報係の 4 名の子ども達も、自分たちで写真を撮ったり、記事を書いたりして

見事な浮立ポスターや浮立新聞を作成してくれました。 

 このような経験を積み上げながら、矢部清流学園の子ども達は、これからもふ

るさと矢部の伝統文化を大切に継承していきます。 
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 後期課程の子ども達は、11 月 11 日(木)の八女地区駅伝大会、20 日(土)の筑

後地区新人バドミントン大会で日頃の練習の成果を発揮しました。 

 八女地区駅伝大会に向けて、6 年生を中心とした前期課程児童全員が工夫を凝

らした激励会を開き、後期課程の選手達を激励してくれました。 

前期課程児童の激励を受けた後期課程の子ども達は、駅伝の選手として大会を

走ったり、個人記録会で個人記録更新を目指して走ったりして、本校の後期課程

全生徒が頑張って走りきりました。上位入賞することはできませんでしたが、男

子の部 1 区を 10 位で走りきった K・A さんのように、記録を伸ばした子ども

達がたくさんいました。 

9 年生の部活動は、これで終わりになります。今までの練習、お疲れ様でした。 

 また、筑後地区新人バドミントン大会には、女子バドミントン部 5 名が参加し

ました。残念ながら勝つことはできませんでしたが、接戦の惜しい試合もあり、

今後の成長に期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 12 日(金)に３・４・５・６年生が、原木しいたけの収穫と試食を体験し

ました。講師の N・M さんから、しいたけの軸の根元を親指と人差し指でつまん

で左右に動かすことや、しいたけの内側のヒダには触れないことなど収穫のコツ

を教えてもらい、全員が自分でどのしいたけを採るのかを決めて収穫しました。 

 子ども達は、「しいたけのいい香りがする。」「意外と軸が堅い。」といった感想

をつぶやいて、初めてのしいたけ収穫を楽しんでいました。 

 試食会で、しいたけの焼き方も教わりました。しいたけは、内側のヒダを上に

して片面だけを焼くそうです。内側のヒダにうまみ成分の水滴がたくさん出た頃

が食べ頃です。収穫したしいたけの試食会には、１・２年生も招待しました。子

ども達は、「とってもおいしい。」と原木しいたけを笑顔一杯で味わいました。 

今後は、収穫した原木しいたけの販売に向けて計画を立てて実践していきます。 

 


